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鹿児島相互信用金庫  
慶應義塾大学 SFC 研究所 

 

かごしまから地域の未来を切り拓く実践型研究所「そうしん地域おこし研究所」の設立と 

慶應義塾大学 SFC 研究所との連携に基づく「地域おこし研究員」の募集について 
 

 鹿児島相互信用金庫（本店：鹿児島市、理事長：稲葉 直寿。以下、そうしん）は、慶應義塾大学 SFC 研究所 社会イノベーショ

ン・ラボ（以下、慶應 SI ラボ）や鹿児島県内の大学・自治体との連携協力、ならびに、玉村雅敏氏（慶應義塾大学総合政策学部教

授）の助言・指導を得て、県内の地域おこしを推進していくために、「そうしん地域おこし研究所」を以下のとおり設立し、運営を行

っていくこととなりましたのでお知らせします。 
 

１．「そうしん地域おこし研究所」設立・運営について 

 (1) 目的 

・ 信用金庫（信金）らしい、地域と一体となった地域活性化への先進的な取組みを研究・開発し、実際に地域で実践すること

で、地域・企業・信金が相乗効果を発揮して発展する、実学の研究を行います。 

・ 地域マーケットの分析等を行うとともに、鹿児島におけるローカルを意識するからこそ見えてくるグローバルな視点で、地域、

自治体、企業等へ情報の還元を行います。 

 (2) 研究所の目指すテーマ： 地域と共創する「そうしんＣＳＶ経営」の追求 

・ ＣＳＶ（Creating Shared Value：共有価値の創造）とは、「経済価値を創造しながら、社会ニーズに対応することで、社会価

値を創造する」という発想で、経営戦略として実施するものです。 

・ そうしんは、持ち合わせている様々な機能を「プラットフォーム」として地域社会に提供し、「地域の困りごと」に対して、地域

の多様な主体とともに挑戦していきます。そして、地域・企業・信金がともに、持続的な価値を共創し続ける仕組みを実現

する「そうしん CSV 経営」を追求します。 

・ 具体例に、長島町・そうしん・慶應 SI ラボが共同で開発・実現をした「ぶり奨学プログラム」があります。 

・ 研究・開発の成果は、鹿児島の地域において活用し、豊かな社会を実現していくことはもちろんのこと、全国の信金等にお

ける CSV 経営や地方創生の実践においても活用できるように発信します。 

 (3) 本研究所の主な活動 

・ 地域おこし研究 ･･･ 「そうしん CSV 経営」のプロジェクト立案、研究・開発・実践 

・ 自治体との連携 ･･･ 自治体との共同プロジェクトや共同研究・受託事業 

・ 地域分析レポート･･･ 県内景況調査ビジネスレポート調査・発刊（四半期）、各種の地域経済析調査レポート発刊 

・ 最先端金融、流通ビジネス研究 ･･･ フィンテック研究、越境ＥＣ支援 等  

 (4) 本研究所の体制 

・ 所長・副所長・研究員は、そうしんの職員が従事し、現場を意識した研究・開発・実践を推進します。 

・ 大学や自治体等と連携し「地域おこし研究員」を任用します。 

・ 顧問（研究総括）に玉村雅敏氏、客員研究員に菊池裕幸氏（鹿児島国際大学教授）・土井隆氏（長島町地方創生統括監）な

どを招聘します。また、井上貴至氏（愛媛県、前長島町副町長）など、様々な分野の有識者からの助言を得ながら研究・開発

を推進します。 

２．鹿児島相互信用金庫と慶應義塾大学 SFC 研究所（社会イノベーション・ラボ）との連携協力について（覚書締結） 

  (1) 「地域おこしに関する研究開発の連携協力に係る覚書」の目的 

慶應義塾大学 SFC 研究所に設置する慶應 SI ラボと、そうしんの緊密な連携のもと、相互に協力することにより、未来社会を

先導する人材育成と、活力ある地域社会の形成、実学の促進に寄与することを目的とします。  

(2) 連携協力事項 

・ 地域おこし、社会イノベーション、CSV(共有価値の創造)経営等に関わる研究・教育活動に関すること 

・ 地域おこし、社会イノベーション、CSV 経営等を担う人材に関すること 

・ 両者の知的、人的および物的資源の活用に関すること 

３. 「地域おこし研究員」の募集 

(1) そうしんは、上記の目的と連携協力事項に関する覚書のもと、鹿児島県の地域にて活動しながら、慶應義塾大学大学院政

策・メディア研究科（社会イノベータコース）の修士課程や博士課程等にて研究開発に取り組む「地域おこし研究員」を募集

します。地域おこし研究員は、慶應の大学院からテレビ会議システムや対面での助言・研究指導を受けつつ、地域の協力の

もとで、地域・企業・信金の相乗効果を追求する研究開発に挑戦します。（参考： http://si.sfc.keio.ac.jp/si-researcher/） 

(2) 上記(1)の他に、地元の大学や自治体、地域おこしに興味ある社会人などへの公募も今後行っていく予定です。 

４.．鹿児島相互信用金庫と慶應義塾大学 SFC 研究所との覚書の締結式 

  日 時 平成 29 年 8 月 23 日(水) 午前 11 時～   ※締結式の後、記者会見を行います 

  場 所  鹿児島相互信用金庫 本部 6 階会議室  (鹿児島市与次郎 1-6-30) 

  出席者 鹿児島相互信用金庫 理事長 稲葉直寿、慶應義塾大学 総合政策学部教授 玉村雅敏 ほか 
 

《本件に関するお問い合わせ先》鹿児島相互信用金庫 営業開発部 (担当:白石) 電話 099-259-5222 

慶應義塾大学 SFC 研究所 社会イノベーション・ラボ(担当:菅井) 電話 03-4590-0444  

【８月 23 日（水）午前 11 時 解禁】 

 

http://si.sfc.keio.ac.jp/si-researcher/

